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国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

で

は

今

年

４

月

、

外

航

船

の

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

強

度

（

単

位

エ

ネ

ル

ギ

ー

当

た

り

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

）

を

規

制

す

る

「

Ｉ

Ｍ

Ｏ

ネ

ッ

ト

ゼ

ロ

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

」

を

導

入

す

る

た

め

の

条

約

改

正

案

が

基

本

合

意

（

承

認

）

さ

れ

た

。

�

月

の

会

合

で

改

正

案

が

採

択

さ

れ

れ

ば

、

２

０

２

７

年

に

発

効

し

、

�

年

か

ら

規

制

が

始

ま

る

こ

と

に

な

る

。

　

規

制

の

概

要

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。

ま

ず

、

�

年

以

降

の

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

基

準

値

が

二

つ

設

定

さ

れ

る

（

図

の

①

②

参

照

）

。

船

舶

は

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

年

間

実

績

に

応

じ

て

三

つ

の

ケ

ー

ス

（

図

の

ａ

、

ｂ

、

ｃ

）

に

分

か

れ

る

こ

と

と

な

り

、

基

準

値

①

を

下

回

る

（

ａ

）

の

場

合

は

Ｉ

Ｍ

Ｏ

が

無

償

で

発

行

す

る

排

出

ユ

ニ

ッ

ト

を

取

得

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

基

準

値

②

の

み

達

成

す

る

（

ｂ

）

の

場

合

、

単

価

の

低

い

負

担

金

を

Ｉ

Ｍ

Ｏ

基

金

に

拠

出

す

る

必

要

が

あ

る

。

基

準

値

②

を

超

え

る

（

ｃ

）

の

場

合

、

（

ｂ

）

の

負

担

金

に

加

え

、

基

準

値

②

の

超

過

分

に

応

じ

て

単

価

の

高

い

負

担

金

を

拠

出

す

る

必

要

が

あ

る

。

た

だ

し

、

後

者

の

負

担

金

の

代

わ

り

に

排

出

ユ

ニ

ッ

ト

を

調

達

し

て

超

過

分

の

相

殺

に

充

て

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

し

て

Ｉ

Ｍ

Ｏ

基

金

の

負

担

金

収

入

は

、

ゼ

ロ

エ

ミ

ッ

シ

ョ

ン

燃

料

船

へ

の

報

奨

金

な

ど

に

活

用

さ

れ

る

。

つ

ま

り

、

排

出

ユ

ニ

ッ

ト

の

取

引

と

負

担

金

、

報

奨

金

の

組

み

合

わ

せ

に

よ

っ

て

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

低

い

燃

料

へ

の

転

換

を

促

す

仕

組

み

だ

。

　

例

え

ば

、

低

硫

黄

重

油

の

排

出

係

数

は

、

現

行

の

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

評

価

（

Ｌ

Ｃ

Ａ

）

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

で

は

メ

ガ

ジ

ュ

ー

ル

当

た

り

�

・

５

㌘

で

あ

る

た

め

、

低

硫

黄

重

油

の

み

使

っ

て

重

油

船

を

運

航

す

る

と

�

年

時

点

で

負

担

金

の

合

計

は

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

ベ

ー

ス

で

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

１

㌧

当

た

り

�

㌦

と

な

る

。

一

方

、

重

油

と

バ

イ

オ

燃

料

を

併

用

し

て

基

準

値

②

を

達

成

す

る

場

合

、

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

１

㌧

当

た

り

�

㌦

の

負

担

金

で

済

む

た

め

、

バ

イ

オ

燃

料

の

排

出

係

数

と

価

格

に

よ

っ

て

は

順

守

コ

ス

ト

を

下

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

た

め

、

今

後

は

バ

イ

オ

燃

料

の

需

要

が

増

え

て

価

格

上

昇

圧

力

が

生

じ

る

可

能

性

が

高

い

。

　

Ｌ

Ｎ

Ｇ

燃

料

船

も

規

制

対

応

に

有

効

と

な

る

が

、

そ

の

優

位

性

が

ど

の

程

度

続

く

か

は

Ｌ

Ｃ

Ａ

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

で

設

定

さ

れ

る

Ｌ

Ｎ

Ｇ

の

排

出

係

数

に

左

右

さ

れ

る

。

最

近

で

は

バ

イ

オ

メ

タ

ン

を

利

用

す

る

ケ

ー

ス

が

増

え

つ

つ

あ

り

、

ｅ

―

メ

タ

ン

と

併

せ

て

供

給

体

制

が

整

っ

て

く

れ

ば

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

燃

料

船

に

よ

る

低

・

脱

炭

素

化

の

道

筋

も

見

え

て

く

る

こ

と

に

な

る

。

　

�

月

の

会

合

の

結

果

に

よ

っ

て

は

新

た

な

規

制

が

導

入

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

が

、

そ

の

具

体

的

な

影

響

は

最

終

的

な

制

度

設

計

次

第

だ

。

特

に

二

つ

の

基

準

値

と

負

担

金

の

単

価

、

排

出

係

数

の

値

は

各

燃

料

の

競

争

力

を

左

右

す

る

大

き

な

要

因

と

な

る

。

ゼ

ロ

エ

ミ

ッ

シ

ョ

ン

燃

料

へ

の

報

奨

金

の

単

価

も

未

定

で

あ

り

、

燃

料

転

換

に

必

要

な

投

資

を

促

す

上

で

十

分

な

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

が

確

保

さ

れ

る

か

が

課

題

だ

。

特

に

、

価

格

が

重

油

の

数

倍

と

さ

れ

る

合

成

燃

料

の

導

入

に

は

、

価

格

差

を

埋

め

る

た

め

の

仕

組

み

を

確

保

す

る

必

要

が

あ

る

。

　

会

議

の

成

否

は

条

約

改

正

案

の

採

択

に

必

要

と

な

る

各

国

の

支

持

が

得

ら

れ

る

か

ど

う

か

に

よ

る

。

採

択

に

は

審

議

に

参

加

す

る

条

約

締

約

国

の

３

分

の

２

以

上

の

賛

成

が

必

要

と

な

る

が

、

４

月

の

会

議

で

は

一

定

の

反

対

意

見

も

出

て

お

り

、

�

月

の

交

渉

に

向

け

て

予

断

を

許

さ

な

い

状

況

だ

。

脱

炭

素

化

に

向

け

た

グ

ロ

ー

バ

ル

な

規

制

環

境

が

整

備

さ

れ

る

か

ど

う

か

、

今

後

の

審

議

動

向

が

注

目

さ

れ

る

。


